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１．研究の目的 

過去の海洋現象について同化実験を行い、海

洋再解析データセットを作成すると共に、気候

系の変動メカニズムを明らかにする目的で、表

層蓄熱量や水塊構造に関連した水温場・塩分場

の解析を行う。これと平行して海況の予測精度

向上のため、高度化したデータ同化システムの

開発・改良を行う。 

 

２．研究の方法 

既存の海洋データ同化システムを用いた過去

の同化実験を行い、その結果得られる 4 次元の

データセットを用いて、北太平洋の水温・塩分

構造、表層蓄熱量と大気との関係、海洋での水

塊構造と変動への塩分と南北熱輸送の影響等の

解析を行う。解析結果から同化システムを改良

する。また、気象研究所共用海洋モデルのアジ

ョイント形を開発するとともに、各種海洋デー

タをそのモデルに同化する手法を開発し、検証

実験を行う。 

 

３．研究の成果 

３．１ 過去の同化実験と解析並びに同化シ

ステムの改善 

同化実験・解析・検証用の下記データセット

を作成した。 

① Jason-1 の 新 パ ラ メ ー タ ー を 用 い た

TOPEX/POSEIDON 衛星海面高度計データの再解析

を行い、1993-2003 年の両衛星のデータセット。 

②観測データ（船舶・Argo フロート・海面水

温衛星データ）のみに３次元変分法を適用して、

1993-2003 年の水温・塩分全球４次元データセッ

トを作成した。このデータでは、北太平洋中層

水等の太平洋での水塊の構造が再現することが

できる。 

③北太平洋の船舶データから表層 300m の蓄熱

量の 1961-2000 年の時系列を算出した。 

④高精度船舶(CTD,LADCP)観測による 2003 年

の同化検証用データ。 

さらに、①～⑤のデータを用いて 1993 年から

同化実験を開始した。 

３．２ アジョイント法の開発 

気象研究所共用海洋モデルのアジョイントコ

ードの作成と降下法の改良を行い、予備実験を

行った。 

①水温・塩分から海面高度への変換に対して

適用できるように降下法を改良した。 

②混合層過程を鉛直拡散で近似したアジョイ

ント形を開発した。 

③気象研究所共用海洋モデルのアジョイント

コードの作成を開始し、コードのテストと予備

実験を行った。特に、初期値の前後数日間の値

の改善することで、後の海況変動をより現実的

に再現できることが判明した。 

 

今後は、作成した衛星データ（TOPEX/POSEIDO 

N、及びJason-1による海面高度データ、熱赤外

とマイクロ波による海面水温データ）及び現場

観測データ（船舶、Argoフロート）を用いて、

1993年から同化実験を進める。 

高精度船舶(CTD, LADCP)観測による2003年の

同化検証用データを用いて、同化実験結果の検

証を行ない、同化実験結果を用いて海洋現象の

経年変動を解析する。 

また、気象研究所共用海洋モデルのアジョイ

ントコードと改良した降下法を用いて、海洋現

象の再現実験を行うとともに、上記検証データ

を用いての検証を進める。 
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